
 

 

 

 

 

 

 

 

 

温かいご声援とご協力に感謝    校長 西 山 誠 一 

５月２５日（土）に行われた運動会では、子どもたちにたくさんのご声援をいただき、ありがと

うございました。肌寒い日でしたが、時間が経つにつれて青空が顔を見せました。運動会のスロー

ガン「笑」の通り、子どもの笑顔いっぱいの運動会になりました。運動会の随所で子どもたちのが

んばる姿、協力する姿が見られました。運動会を通して、また一つ成長したように思います。 

また、保護者・地域の皆様のおかげで、会場準備・ 

後片付けが滞りなく進みました。たくさんの方々が万 

国旗や入場門の設置、テント張り等を行い、その手際 

のよさや連携に驚かされました。そして張碓小の運動 

会の伝統を感じました。今後とも学校の教育活動への 

ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

「見守ること」の大切さ 
これは以前、ある地域のスポーツ少年団の監督から聞いたお話です。「最近、チームの子どもた

ちの様子が気になる。練習開始のコーチの指示があるまで、子どもたちは座り込んでボールを触ろ

うとしない。優れた技術をもった子どもはいるが、練習中に笑顔が少なくなった。試合中は、力の

強い特定の子にしかパスが回らない。コーチの指示通りにしか動くことがなく、挙げ句の果てには、

チーム内の子どもたち同士や保護者の間にまで、トラブルが起こる…など以前には見られなかった

光景だ」というものでした。要するに子どもたちの中にスポーツを通しての心の育ちが見られない

ということです。そこで指導者たちは、子どもたちのために指導法の改善に取り組んだそうです。

今までの指導法はコーチも保護者も子どもたちへ指示が多すぎたのではないか、また子どもたちに

試合の結果だけを求めすぎたのではないかなどと。その後、少し時間はかかりましたが、この少年

団では子どもたちの笑顔が戻っていったということです。 

 

学校の中でも、教師の指示が多くなればなるほど、子どもたちは自分で考えることをしなくなり、

指示待ちになりがちです。言われたことはできても、自分たちで何とかしようとする姿勢がなかな

か備わりません。子どもたちだけに任せると、時にはトラブルが起きることもあります。でもその

時こそが、子どもたちに自分たちで解決しようとする力を身に付けさせるための絶好のチャンスな

のです。教師が子どもたちの様子をほどよい距離で見守る必要があります。（ただし安全に関わる

ことには、教師の早急な指導が必要なことは言うまでもありません。） 

ご家庭でのお子さんへの接し方にも相通じるところがあるのではないでしょうか。 

＜教育目標＞ 
○学習にはげむ子ども 
○礼儀正しい子ども 
○健康な子ども 
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「交通安全教室」実施 ～命を守ろう！  
５月２日（木）２校時は、１・２年生、３校時は、３

～６年生の交通安全教室が行われました。 

 毎年来てくださる交通指導員の皆様を講師として招

き、交通安全について多くのことを学びました。 

             １・２年生は、はじめに体 

育館で、模擬信号機を使っ 

て横断歩道を渡る練習をし

ました。その後、実際に通学路を歩きながら、気をつけ

ることを教えていただきました。 

 ３～６年生は、自転車に 

関わる交通安全について教 

えていただきました。「と 

まれ」の標識は自動車だけ 

でなく、自転車も必ず停止することと「自転車＝車」で

あることも再確認しました。その後、DVD を視聴し、

交通安全への意識を高める学びの機会となりました。 

渡部先生による外国語活動 
～今年度もお世話になっています！ 

令和６年度も J-shine の渡部 亜貴子先生が 3･4 年

生の外国語活動の授業を担当しています。４年生の子

どもたちは、昨年度もお世話になっています。３年生は

授業としては初めて外国語に触れます。 

 ４月中旬から外国語活動の学習が始まっており、３

年生も授業を受けるのを毎回楽しみにしています。 

 写真は、３年生の学習の様子です。 

 

 

 

 

ホームページをご覧ください！ 
張碓小学校のホームページでは、学校での日常の子

どもたちの様子を紹介しています。随時更新していま

すので、ぜひご覧ください。学校便りや保健便り等、

各種資料も掲載しています。 

「あおばと学習」進めています 
         ～総合的な学習の時間 
 本校では、毎年１学期の「あおばと学習」を３～６年

生のたてわり班で行っています。班ごとにテーマを設

定し、地域のこと、自然のこと等を調べてまとめ、発表

会を通して学習の成果を交流しています。 

 現在は、班ごとのテーマが決まり、今後どのように調

べていくか話し合いを進めています。６月には地域の

方を招いて講話を聞く班、地域の職場に直接伺い、取材

活動をする班もあります。 

 今年度は、発表会を地域公開日として、保護者の皆様

をはじめ、広く地域の皆様にもご覧になっていただき

たいと考えています。近くなりましたら、ご案内いたし

ます。 

 

 

 

交通事故から命を守るために 
ご協力をお願いいたします 

５月の連休明け、道内では相次いで登校中の児童生

徒の交通事故が報道されました。連絡アプリ「tetoru」

で子どもたちへの注意喚起をお願いする配信をしたと

ころです。学校でも繰り返し交通安全について指導し

ていますが、ご家庭でもお子さんにお話していただき

ますようお願いします。また、自転車に乗るときには、

ヘルメットの着用をお薦めいたします。 

春休み中に冷房装置の室内機設置工事が終わったこ

とは、第 1 号にてお伝えしたとおりです。 

４月末には、冷房装置の室外機の設置工事が行われ

ました。 

現在は、電気の配管工 

事が進められ、６月上旬 

には校舎を停電にして、 

電気工事が行われる予定 

です。 

 今のところ肌寒い日が続いており、エアコンの出番

はありませんが、本格的な暑さを迎える頃には、エア

コンが使用できるようになる予定です。 

指導監訪問がありました 
   ～後志教育局指導監・市教委主査が訪問 
 ５月 22 日（水）後志教育局より指導監、市教委よ

り主査が学校を訪問しました。 

 ３校時は、それぞれの教室を回り、子どもたちの学

習の様子を見ていきました。子どもたちの学習に向か

う姿から、どの学級も落ち着いて学習に取り組む様子

が伝わってきたと感想をいただきました。また、学習

場面に応じてクロームブックを活用する習慣が定着し

てきていることなど、本校の取組を紹介することがで

きました。 

 運動会練習が本格的に進められ 

ている慌ただしい中での訪問で 

したが、いつも通り学習に集中し 

て取り組む子どもたちでした。 

 

 


